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＜教育＞ 

■担当講義 

・現代の農村問題、アグリビジネス論、協同組合論 

・基礎演習、演習Ⅰ、演習Ⅱ 

・リレー講義：地域づくりを学ぶ(農業経済学)、地域づくり論 

■取組内容 

・一般講義では、前年度授業アンケートの結果と履修学生の様子を踏まえてそれぞれ

改善を行った。具体的には、わかりやすい資料の作成、関連情報のアップデート、多様

な形式を利用する課題設定など。また、講義中に“米騒動”など身近な話題を取り上げ

学生の興味を引き出しながら、複雑な政策問題を説明する。その他、質問・発言やリア

クションペーパー、レポートなどのツールを活用し、学生の授業への参加行動を促す

ような工夫は引き続き実施した。 

・基礎演習では、学生の社会問題への関心を高めることを目的に新聞記事の発表に取

り組んできた。関心分野の拡大や表現力の向上に役立っていると学生らは歓迎的に受

け止めである。また、農業経済関連の入門書と食料農業農村白書を輪読し、専門知識

の習得を図った。 

・演習Ⅰでは、 

① 「群馬県やまさと応縁隊活動事業」の取組 

前年度に続き、上記の事業に応募し採択され、倉渕町における有機農業・農村体験

プログラムの研究開発に取り組んだ。事業の一環として地域の行政機関、森林組

合、生産者団体、関係組織などを対象に幅広くヒアリング調査を実施した。また、

現地でのフィールドワークと学内でのグループワークを有機的に組み合わせ、充

実した活動を行った。年度末に有機農業をコンセプトとした地域資源の活用を図

る体験プログラムを作り上げた。県庁で成果報告を実施し、関係者から高い評価を

得た。 

② 公開授業の実施  

2025 年 11 月に、株式会社日本政策金融公庫農林水産事業本部及び前橋支店の担

当者をお招き、一次産業を取り巻く環境や農業政策・農業金融、そして公庫の業務

等について公開授業を行った。当研究室だけでなく、他の研究室からもたくさんの

学生に参加してもらった。 

・演習Ⅱでは、卒業論文の指導を行った。1 期生全員が無事に卒業論文を提出できた。 

 

＜研究＞ 

■論文 

(共著)曹斌・倪鏡「制度異化与適応性重構―日本農業協同組合的発展困境及鏡鑑」（中

国語）『中国農民合作社』2025年第 11 号（総第 196 号） 

 

■学会発表 

日本地域政策学会第 24 回全国研究【愛知・名古屋】（大会国際交流分科会）で 

「The Actual Situation of New Farmers in China 」テーマに報告した。報告内容に基

づいて執筆した論文は投稿中。 



■調査研究 

・「農業・農村における新たな担い手創出に関する日中の比較研究」の一環として、北

京近郊における新規就農と市民参加型農業の実態について調査を行った。 

 

＜学内業務＞ 

入試運営委員会の委員として入試業務に携わった。 
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■出前授業 

群馬県立前橋東高等学校からの要請を受け、高校３年生を対象に農業経済学の授業を

行った。 

 

■国際学術交流 

・2026 年 3 月に、中国社会科学院農村発展研究所で行われた研究セミナーで「改正食

料農業農村基本法下における農業農村問題の展開－食料安全保障問題を中心に」をテ

ーマに講演し、参加者と意見交換を実施した。 
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＜研究＞ 

■「農業・農村における新たな担い手創出に関する日中の比較研究」を継続してい

く予定。具体的には、 

① 日本国内では群馬県内(甘楽町、高山村)を基軸にしつつ、静岡県、長野県等へフィ

ールド調査を行う。 

② 中国へ若者の農村移住、新規就農について現地調査を行う。 

 

■科研費『耕地分散解消に向けた農地利用調整の学際的研究』(基盤 B 4 年間 代表:東

京農業大学堀部教授） 

初年度に台湾の農地利用に関する調査研究を行う予定。 

 

■上記の研究内容をまとめ、学会発表や論文投稿に取り組み、積極的に情報発信を行

う。 

 

＜教育＞ 

① 一般講義では、内容の充実と深化を図りながら、外部講師を招請するなど、多様な

教育方法を試みる。 

② 演習では、キャンパス内の学習にとどめず積極的にフィールドワークを実施する。 

③ ２期生の卒業論文指導を行う。 

 

＜その他＞ 

・高崎市の地域課題研究（有機農業に関する産地づくり）に引き続き取り組んでいき

たい。 

 

 

 


